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【公開番号】特開2011-44330(P2011-44330A)
【公開日】平成23年3月3日(2011.3.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-009
【出願番号】特願2009-191656(P2009-191656)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  37/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ  37/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月11日(2012.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために成された本発明に係る電子線装置は、
　試料が収容される試料室と、前記試料室に収容された試料に照射するための電子線を発
生する電子銃を内部に含む電子銃部と、前記電子銃部の内部を排気するための真空排気機
構とを備えた電子線装置であって、
　前記電子銃部は、筒状の容器本体、該容器本体の上部開口を開閉する蓋部、前記容器本
体と前記蓋部との間に設けられた容器シール機構を有し、
　前記容器シール機構は、容器本体の軸方向及び軸方向と直交する径方向の少なくとも一
方向に離れて設けられた２個のＯリングから成り、
　前記容器シール機構の２個のＯリング間の空間を排気する容器シール用真空ポンプを備
えることを特徴とする。
　なお、容器本体は円筒状に限らないが、本発明では便宜上、軸方向と直交する方向を径
方向と称する。
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